
　

ロ
ケ
ハ
ン
・
チ
ー
ム
は
名
寄
市
の
環
境
が
大
い
に

気
に
入
り
、
い
く
つ
か
の
候
補
地
の
中
か
ら
名
寄
市

を
す
ん
な
り
ロ
ケ
地
に
選
定
し
た
。
結
果
的
に
加
藤

市
長
は
、
就
任
２
日
目
に
し
て
早
く
も
、
自
身
の
重

大
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
一
つ
で
も
あ
る
「
名
寄
市
の

全
国
発
信
」
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
。

　

ひ
ま
わ
り
畑
が
夏
季
の
名
寄
市
を
象
徴
す
る
風
景

で
あ
り
、
特
徴
的
気
候
の
産
物
だ
と
し
た
ら
、
冬
季

を
象
徴
す
る
の
が
マ
イ
ナ
ス
30
度
に
も
達
す
る
厳
寒

（
つ
ま
り
真
夏
と
の
寒
暖
差
は
60
度
）
と
、
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
雪
質
日
本
一
と
さ
れ
る
パ
ウ
ダ
ー
ス

ノ
ー
だ
。

　

映
画『
星
守
る
犬
』の
ロ
ケ
地
に
名
寄
市
が
選
定
さ

れ
た
も
う
一
つ
の
理
由
で
も
あ
る
、
年
間
を
通
じ
て

観
察
が
可
能
な
星
空
の
美
し
さ
も
、
特
筆
に
値
す
る

（
映
画
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
主
人
公
の
愛

犬
が
星
空
を
見
つ
め
続
け
る
姿
は
全
編
を
通
じ
た
象

徴
的
な
シ
ー
ン
に
も
な
っ
て
い
る
）。

　

実
際
、
名
寄
市
に
は
日
本
最
大
級
の
口
径
（
１
・
６

ｍ
）
を
誇
る
反
射
望
遠
鏡
（
北
海
道
大
学
所
有
）
を
備

え
た
、
本
格
的
な
天
文
台
「
な
よ
ろ
市
立
天
文
台
き

た
す
ば
る
」（
平
成
23
年
４
月
全
面
公
開
）
が
あ
り
、

名
寄
市
の
星
空
は
今
、
学
術
的
な
見
地
か
ら
も
非
常

に
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
「
市
立
天
文
台
の
前
身
は
、
地
元
の
高
校
教
師
を

し
て
お
ら
れ
た
木
原
秀
雄
先
生
が
自
費
で
建
設
さ
れ

た
木
原
天
文
台
で
す
。
木
原
先
生
は
17
年
間
連
続
で

太
陽
の
黒
点
観
察
を
毎
日
実
施
し
た
方
と
し
て
国
際

的
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
天
文
学
者
で
す
。
中
で
も
年

間
３
０
０
日
以
上
も
黒
点
の
観
察
に
成
功
し
た
と
い

う
記
録
を
お
持
ち
な
の
で
す
が
、
つ
ま
り
名
寄
市
は
、

木
原
先
生
が
天
文
学
に
没
頭
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い

環
境
が
そ
ろ
っ
て
い
た
の
で
す
」（
加
藤
市
長
）

　

た
と
え
そ
の
年
が
突
出
し
て
い
た
の
だ
と
し
て
も
、

観
察
を
よ
り
鮮
明
な
状
態
で
可
能
に
し
た
の
は
、
空

気
の
清
澄
さ
と
と
も
に
、
年
間
３
０
０
日
以
上
と
は

驚
異
的
と
い
う
し
か
な
い
。

名
寄
市
内
の
独
自
性
あ
ふ
れ
る
地
域
財
産

　

取
材
で
訪
れ
た
日
の
名
寄
市
の
最
低
気
温
は
マ
イ

ナ
ス
12
〜
13
度
。
２
月
間
近
の
名
寄
市
と
し
て
は
比

較
的
暖
か
な
日
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
前
日
の
最

低
気
温
は
マ

イ
ナ
ス
20
度

に
近
く
、
こ

れ
が
厳
寒
期

の
平
均
に
近

い
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に「
強
く

し
ば
れ
る
日
」

に
は
、
前
述

の
よ
う
に
マ

イ
ナ
ス
30
度

に
も
達
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
季
節
に
よ
る
寒
暖
差
、

夏
の
朝
夕
の
寒
暖
差
、
年
間
を
通
じ
た
日
照
量
と
晴

天
率
、
冬
の
積
雪
が
生
み
出
す
伏
流
水
や
天
塩
川
お

よ
び
名
寄
川
の
豊
か
な
水
量
な
ど
が
醸
し
出
す
名
寄

市
の
地
理
的
・
気
象
的
環
境
特
性
は
、
日
本
一
の
作

付
面
積
と
品
質
を
誇
る
も
ち
米
、
北
海
道
随
一
の
収

穫
量
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
さ
ら
に
は
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
高
品
質
で
多
様
な
名
寄
ブ
ラ

ン
ド
の
農
産
品
を
は
ぐ
く
む
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

寒
さ
も
ま
た
名
寄
市
の
重
要
な
地
域
財
産
の
基
盤

に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
今
回
は
名
に
し
負
う
厳

寒
期
の
名
寄
市
を
取
材
で
訪
れ
る
と
い
う
め
っ
た
に

な
い
機
会
が
得
ら
れ
た
の
を
幸
い
に
、
名
寄
市
の
ご

協
力
で
、
市
内
各
所
に
点
在
す
る
独
自
性
あ
ふ
れ
る

地
域
財
産
の
数
々
を
巡
っ
て
き
た
。

　

既
に
触
れ
た
市
街
地
か
ら
北
方
向
の
名
寄
川
を
隔

て
た
近
郊
に
あ
る
「
な
よ
ろ
市
立
天
文
台
き
た
す
ば

映
画
で
全
国
発
信
さ
れ
た 

名
寄
市
の
多
様
性

　

平
成
23
年
６
月
、
北
海
道
名
寄
市
が
主
要
舞
台
お

よ
び
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
映
画『
星
守
る
犬
』が
全
国
公

開
さ
れ
、
好
評
を
博
し
た
。
同
作
品
に
は
名
寄
市
の

美
し
い
風
景
が
随
所
に
登
場
す
る
。

　

中
で
も
印
象
的
な
の
は
、
主
演
俳
優
の
西
田
敏
行

さ
ん
が
愛
犬
と
と
も
に
車
の
屋
根
に
座
り
、
車
の
周

囲
を
埋
め
る
、
ま
る
で
黄
色
い
海
の
よ
う
な
一
面
の
ひ

ま
わ
り
畑
を
呆
然
と
し
た
表
情
で
眺
め
る
シ
ー
ン
だ
。

あ
ま
り
に
も
鮮
や
か
、
か
つ
広
大
な
ひ
ま
わ
り
畑
の

風
景
に
「
あ
れ
は
Ｃ
Ｇ
で
は
な
い
の
か
」
と
い
う
問
い

合
わ
せ
が
映
画
会
社
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

　

だ
が
こ
れ
は
周
知
の
よ
う
に
名
寄
市
の
夏
の
風

物
詩
だ
。
夏
の
名
寄
市
に
は
総
計
１
０
０
万
本
以
上

も
の
ひ
ま
わ
り
が
咲
き
誇
る
。
特
に
名
寄
市
の
ひ

ま
わ
り
に
特
徴
的
な
の
は
、
高
オ
レ
イ
ン
酸
を
含
有

す
る
搾
油
用
が
多
く
、
そ
の
作
付
面
積
は
日
本
一
を

誇
る
。

　

搾
油
さ
れ
た
高
オ
レ
イ
ン
酸
ひ
ま
わ
り
油
は
名
寄

ブ
ラ
ン
ド
「
北
の
耀
き
」
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。

名
寄
市
の
ひ
ま
わ
り
は
観
賞
用
の
み
な
ら
ず
、
地
域

産
業
と
も
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
の
だ
。

　

映
画
を
見
た
人
々
が
Ｃ
Ｇ
と
勘
違
い
す
る
ほ
ど
の

ひ
ま
わ
り
畑
の
絶
景
こ
そ
は
、
夏
の
１
日
の
寒
暖
差

（
朝
夕
が
涼
し
く
日
中
は
30
度
に
達
す
る
）
や
、
１
年

を
通
じ
て
晴
天
率
が
非
常
に
高
く
、
日
照
量
が
豊
富

な
名
寄
市
の
気
候
的
特
質
を
象
徴
す
る
産
物
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
『
星
守
る
犬
』
に
は
も
う
１
人
の
主
演
俳
優

（
玉
山
鉄
二
さ
ん
）
が
い
る
。
本
好
き
の
名
寄
市
役
所

福
祉
課
職
員
と
い
う
設
定
の
た
め
、
撮
影
に
は
実
際

の
名
寄
市
役
所
お
よ
び
市
立
図
書
館
が
し
ば
し
ば
使

わ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
シ
ー
ン
も
見
逃
せ
な
い
。

　

映
画『
星
守
る
犬
』の
主
要
舞
台
お
よ
び
ロ
ケ
地
に

名
寄
市
が
最
終
的
に
選
ば
れ
る
に
当
た
っ
て
は
、
平

成
22
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
名
寄
市
で
の
ロ
ケ
ハ
ン

が
決
め
手
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
と
き
ロ
ケ
ハ
ン

に
訪
れ
た
瀧
本
智
行
監
督
ほ
か
の
主
要
ス
タ
ッ
フ
に

直
接
対
応
し
た
の
が
、
な
ん
と
「
就
任

２
日
目
」の
加
藤
剛
士
・
名
寄
市
長
だ
っ
た
。

　
「
何
し
ろ
前
日
に
市
長
就
任
し
た
ば
か
り
で
も
あ

り
、
庁
舎
内
の
各
部
署
や
関
係
各
所
へ
の
あ
い
さ
つ

回
り
に
大
変
忙
し
い
時
期
で
し
た
（
笑
）。
そ
の
真
っ

最
中
に
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
来
ら
れ
た
の
で
す
。

私
も
よ
く
事
情
の
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
た
ま
た
ま
民

間
事
業
者
時
代
に
高
オ
レ
イ
ン
酸
ひ
ま
わ
り
油
の
製

造
販
売
事
業
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
名
寄
市
の
ひ
ま

わ
り
情
報
な
ど
を
か
な
り
詳
し
く
語
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
」

（北海道）

星
・
雪
・ひ
ま
わ
り

地
域
財
産
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り

市 政 ル ポ 名
な よ ろ

寄市

加
か と う た け し

藤剛士
名寄市長

高オレイン酸ひま
わり畑と搾油の様子

全国に感動を呼んだ映画『星守る犬』のロケ風景
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（北海道）

る
」
は
、
国
際
規
格
（
５
レ
ー
ン
）
の
カ
ー
リ
ン
グ
場

を
備
え
た
通
年
施
設
「
北
海
道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー

ク
」（
67
・
6
ha
）
内
の
星
見
の
丘
に
建
設
さ
れ
た
。

隣
接
地
に
は
ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
施
設
「
な
よ
ろ
健

康
の
森
」（
2
0
0
ha
。
冬
季
は
敷
地
の
一
部
が
ス

キ
ー
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
に
も
な
る
）
や
、

森
林
学
習
施
設「
北
海
道
立
ト
ム
テ
文
化
の
森
」（
13
・

5
ha
）
が
あ
り
、
雪
質
日
本
一
を
う
た
わ
れ
る
ピ
ヤ

シ
リ
ス
キ
ー
場
に
も
程
近
い
。

　

映
画
『
星
守
る
犬
』
の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
の
は
「
な

よ
ろ
市
立
天
文
台
き
た
す
ば
る
」
か
ら
も
見
下
ろ
せ

る
北
海
道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー
ク
内
の
一
画
だ
。
こ

の
ロ
ケ
地
の
周
囲
が
毎
夏
、
そ
こ
だ
け
で
約
40
万
本

の
花
を
咲
か
せ
る
一
面
の
ひ
ま
わ
り
畑
と
化
す
。

　

数
々
の
広
大

な
公
園
が
境
を

接
し
て
立
地
す

る
周
辺
一
帯
は
、

取
材
時
に
は
も

ち
ろ
ん
積
雪
に

埋
も
れ
て
い
た

が
、
天
文
台
で
は
年
間
を
通
じ
て
最
も
空
気
が
澄
む

時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
北
海
道
大
学
の
研
究
者

や
天
文
台
に
勤
務
す
る
市
専
門
職
員
た
ち
に
よ
る
天

体
観
察
は
活
況
を
迎
え
て
い
た
。
取
材
日
は
た
ま
た

ま
休
館
日
だ
っ
た
の
だ
が
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
で

口
径
１
・
６
ｍ
の
大
望
遠
鏡
を
目
の
当
た
り
に
し
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
体
験
で
き
た
。

　

ま
た
北
海
道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー
ク
で
は
、
国
際

規
格
の
カ
ー
リ
ン
グ
場
が
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
き

ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
で
し
か
見
た
こ
と

の
な
い
氷
上
の
チ
ェ
ス
、
カ
ー
リ
ン
グ
の
舞
台（
氷
上
）

に
立
つ
こ
と
が

で
き
た
。

　

取
材
当
日
は

折
し
も
、
雪
質

日
本
一
と
さ
れ

る
ピ
ヤ
シ
リ
ス

キ
ー
場
の
ジ
ャ

ン
プ
台
（
名
寄

市
ピ
ヤ
シ
リ

シ
ャ
ン
ツ
ェ
）

な
ど
で
開
催
さ

れ
る
「
第
49
回

全
国
中
学
校

ス
キ
ー
大
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
競
技
大

会
」（
２
月
１

日
〜
４
日
）

の
開
会
前
日

で
も
あ
っ

た
。
実
際
の

競
技
を
見
る

こ
と
は
で
き

な
か
っ
た

が
、
迫
力
あ
る
70
ｍ
級
ジ
ャ
ン
プ
台
（
ピ
ヤ
シ
リ
シ
ャ

ン
ツ
ェ
）
を
遠
望
し
な
が
ら
、
市
外
か
ら
訪
れ
て
い
た

小
中
学
生
の
ス
キ
ー
教
室
の
模
様
や
、
陸
上
自
衛
隊

名
寄
駐
屯
地
の
自
衛
官
た
ち
の
ス
キ
ー
訓
練
の
様
子

な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
お
よ
び
名
寄
市

に
降
る
雪
の
質
が
日
本
一
と
い
わ
れ
る
理
由
を
、
今

回
、
初
め
て
知
っ
た
。
そ
も
そ
も
の
発
端
は
「
札
幌

冬
季
五
輪
の
ジ
ャ
ン
プ
（
70
ｍ
級
）
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
っ
た
笠
谷
幸
生
選
手
の
高
い
評
価
」（
加
藤
市
長
）

に
あ
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。

　

名
寄
市
ピ
ヤ
シ
リ
シ
ャ
ン
ツ
ェ
は
札
幌
冬
季
五
輪

開
催
の
前
々
年（
昭
和
45
年
）に
開
場
し
た
。
そ
し
て

開
場
の
翌
年
に
始
ま
っ
た
「
名
寄
ピ
ヤ
シ
リ
ジ
ャ
ン

プ
大
会
」（
毎
年
12
月
中
旬
開
催
）
は
現
在
、
冬
シ
ー

ズ
ン
・
ジ
ャ
ン
プ
競
技
の
皮
切
り
の
大
会
と
し
て
知

ら
れ
、
日
本
の
第
一
線
の
選
手
が
こ
ぞ
っ
て
参
加
す

る
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
重
要
な
公
式
戦
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
の
名
寄
ピ
ヤ
シ
リ
ジ
ャ
ン
プ
大
会
の
、
札
幌
冬

季
五
輪
を
翌
年
に
控
え
た
昭
和
46
年
開
催
の
第
１
回

目
と
第
２
回
目
（
同
年
は
３
月
と
12
月
の
２
回
開
催
。

通
常
は
毎
年
12
月
の
み
）
の
優
勝
者
が
笠
谷
幸
生
選

手
な
の
だ
。
世
界
中
の
ジ
ャ
ン
プ
台
お
よ
び
ス
キ
ー

場
を
知
る
笠
谷
選
手
は
そ
の
と
き
「
ピ
ヤ
シ
リ
の
雪

質
は
日
本
一
で
す
」
と
の
言
葉
を
残
し
た
。
そ
れ
以

後
、
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
を
訪
れ
る
ス
キ
ー
ヤ
ー
た

ち
の
間
で「
名
寄
の
雪
質
は
日
本
一
」と
の
評
価
が
定

ま
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

次
に
訪
れ
た
の
は
薬
用
植
物
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

（
独
立
行
政
法
人
医
薬
基
盤
研
究
所
）
で
あ
る
。
冬
場

は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
、
屋
外
の
薬
用
植
物
園
を
見
学
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
研
究
棟
で
は
春
か
ら

秋
に
か
け
て
栽
培
さ
れ
た
、
寒
冷
地
に
生
育
す
る
北

方
系
薬
用
植
物
（
ゲ
ン
チ
ア
ナ
、
ダ
イ
オ
ウ
、
モ
ッ

コ
ウ
、
ト
リ
カ
ブ
ト
、
エ
ゾ
ウ
コ
ギ
な
ど
）
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
・
評
価
の
実
施
、
春
に
向
け
た

苗
づ
く
り
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　

実
現
に
は
ま
だ
調
整
が
必
要
だ
が
、
名
寄
市
と
の

共
同
企
画
に
よ
る
今
後
の
地
域
振
興
事
業
計
画
（
昨

年
は
薬
用
植
物
園
見
学
会
の
共
同
開
催
も
行
っ
た
）

へ
の
参
画
の
可
能
性
を
含
め
、
こ
の
施
設
も
名
寄
市

の
地
理
的
・
気
象
的
条
件
を
活
用
し
た
地
域
財
産
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

厳
寒
の
市
内
巡
り
は
さ
ら
に
平
成
18
年
３
月
に
合

併
し
た
風
連
地
区
の
「
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
」（
風
っ
子
ホ
ー
ル
）、
保
健
福
祉
学
部
に
特
化

し
た
日
本
最
北
の
公
立
大
学
「
名
寄
市
立
大
学
」（
同

じ
敷
地
に
児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
児
童
教
育
の
専
門

教
育
機
関
に
特
化
し
た
市
立
短
大
も
あ
る
）、
道
の

駅
「
も
ち
米
の
里
な
よ
ろ
」、
中
心
市
街
地
南
側
に
設

営
が
始
ま
っ
て
い
た
「
な
よ
ろ
雪
質
日
本
一
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
会
場
」（
２
月
８
日
〜
12
日
）
へ
と
進
み
、

白
銀
の
市
内
ツ
ア
ー
が
終
了
し
た
。

営
業
戦
略
室
が 

名
寄
市
政
に
果
た
す
重
要
な
役
割

　

加
藤
市
長
は
平
成
22
年
４
月
の
市
長
就
任
以

来
、
初
年
度
は
各
種
継
続
事
業
の
安
定
的
遂
行

と
同
時
に
、
主
に
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う

な
名
寄
市
の
地
域
財
産
を
活
用
し
た
新
た
な
地

域
振
興
策（
ま
ち
づ
く
り
）の
可
能
性
を
、
多
角

的
に
模
索
し
て
き
た
。
そ
の
本
格
的
な
ス
テ
ッ

プ
は
就
任
２
年
目
を
迎
え
た
平
成
23
年
４
月
１

日
付
け
で
実
施
さ
れ
た
大
幅
な
機
構
改
革
に

よ
っ
て
幕
を
開
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
は
従
来
の
組
織
構
造
に
あ
っ
た
産
業
振
興

課
、
企
画
課
、
風
連
地
区
振
興
課
を
、
新
設
し
た
営

業
戦
略
室
営
業
戦
略
課
に
集
約
一
元
化
す
る
と
い
う

も
の
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
分
散
し
て
い
た
商
工
業

の
振
興
、
労
働
行
政
、
物
産
振
興
、
観
光
振
興
、
国

内
・
国
際
交
流
、
移
住
・
定
住
、
企
業
誘
致
な
ど
の

各
種
業
務
が
、
一
つ
の
窓
口
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
「
従
来
の
産
業
振
興
課
、
企
画
課
、
風
連
地
区
振

興
課
の
諸
業
務
は
、
大
き
な
意
味
で
名
寄
市
を
全
国

発
信
し
、
そ
の
成
果
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
各
産
業

の
振
興
な
ど
に
結
び
付
け
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て

い
た
ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
細
か
な
違
い
や
専
門
性

の
違
い
は
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
際
、

そ
れ
ら
を
横
断
的
な
広
い
視
野
で
一
括
担
当
す
る
部

署
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
風

通
し
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
考
え
た
の
で
す
」（
加
藤

市
長
）

　

加
藤
市
長
は
ま
た
「
民
間
企
業
に
あ
っ
て
行
政
に

な
い
最
大
の
視
点
が『
営
業
の
発
想
』で
す
。
そ
れ
を

営
業
戦
略
室
に
す
べ
て
委
ね
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
営
業
戦
略
室
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
周
知
徹

底
の
底
上
げ
を
図
り
、
庁
内
全
体
の
共
通
認
識
と
し

た
い
」
と
も
語
る
。
営
業
戦
略
室
は
い
わ
ば
名
寄
市

発
信
の
司
令
塔
的
役
割
を
果
た
す
部
署
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　

同
時
に
営
業
戦
略
室
の
視
線
は
、
外
部
へ
の
発
信
だ

け
で
な
く
、
市
民
へ
の
発
信
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　

本
ル
ポ
の
冒
頭
か
ら
、
名
寄
市
の
特
徴
的
な
自
然

薬用植物資源研究セン
ターの薬用植物園と乾燥
させた薬草棚

素晴らしい環境の中に建つ、なよろ市立天文
台「きたすばる」と口径1.6ｍの大望遠鏡

サンピラーパーク内のカーリング場

雪質日本一のスキー場として知られるピヤシリスキー場（自衛隊
のスキー訓練）
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環
境
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
多
彩
か
つ
全
国
的

に
も
極
め
て
珍
し
い
現
象
や
産
物
な
ど
の
ご
紹
介

に
、
紙
数
を
割
い
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
事

象
に
対
す
る
市
民
の
関
心
度
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
高

い
と
は
い
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
あ
ま
り
に
身
近
で
、

そ
の
重
要
性
に
気
付
か
な
い
と
い
う
側
面
も
あ
る
だ

ろ
う
が
、
こ
れ
は
全
国
の
地
方
都
市
に
共
通
す
る
傾

向
で
も
あ
る
。

　

特
産
品
の
も
ち
米
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
全
国
の
お

土
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
と
必
ず
ト
ッ
プ
３
に
入

る
、
誰
も
が
知
る
全
国
区
的
人
気
の
も
ち
菓
子
の
一

つ
は
、
名
寄
市
の
も
ち
米
が
な
い
と
成
立
し
な
い
と

さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。

　

同
様
の
例
は
ほ
か
に
も
あ
る
の
だ
が
、
名
寄
市
自

体
も
そ
う
し
た
事
実
を
あ
ま
り
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
は
し

て
こ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
姿
勢
の
払
拭
と
い
う
意

味
で
も
、
営
業
戦
略
室
の
今
後
に
は
大
き
な
期
待
が

か
か
る
。

　

さ
ら
に「
名
寄
市
を
全
国
発
信
す
る
目
下
最
大
の
目

標
は
交
流
人
口
の
拡
大
に
あ
る
の
で
、
観
光
振
興
に

は
と
り
わ
け
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」と
加
藤
市
長
は

語
る
。
そ
の
際
に
も
従
来
の
よ
う
な
観
光
振
興
の
専

門
部
署
だ
け
が
か
か
わ
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
が
集
約
さ
れ
た
営
業
戦
略
室
が
広
い
視
野
を

持
っ
て
行
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
名
寄
市
が
考
え
る

観
光
振
興
の
幅
の
広
さ
、
戦
略
性
が
う
か
が
え
る
。

　

名
寄
市
が
満
を
持
し
て
平
成
24
年
４
月
か
ら
実
施

す
る
事
業
計
画
に
「
名
寄
市
観
光
振
興
計
画
」
が
あ

る
。
同
計
画
は
ま
さ
に
観
光
振
興
を
切
り
口
に
、
名

寄
市
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
資
源
の
発
掘
、
活
用
、
市
内

外
へ
の
周
知
活
動
の
徹
底
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
あ
ら

ゆ
る
産
業
振
興
に
関
連
付
け
て
い
こ
う
と
す
る
点
で

非
常
に
興
味
深
い
施
策
で
あ
り
、
戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
と
い
え
る
。

近
未
来
の
名
寄
市
を
見
越
す 

観
光
振
興
計
画

　

名
寄
市
観
光
振
興
計
画
は
平
成
18
年
度
の
合
併
以

後
、
最
初
に
策
定
さ
れ
た
名
寄
市
総
合
計
画
（
前
期

計
画
の
実
施
期
間
は
平
成
19
年
度
〜
23
年
度
、
後
期

計
画
は
24
年
度
〜
28
年
度
）
の
観
光
振
興
に
か
か
わ

る
計
画
を
補
完
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
い
う
位

置
付
け
だ
。
年
間
交
流
人
口
の
増
大
を
目
標
に
28
年

度
ま
で
を
実
施
期
間
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
事
業

の
最
終
達
成
目
標
年
度
を
10
年
計
画
の
平
成
33
年
度

と
し
て
い
る
た
め
、
平
成
29
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る

第
２
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
に
基
づ
く
見
直
し

を
、
平
成
28
年
度
中
に
は
実
施
す
る
予
定
で
、
そ
れ

を
前
提
と
し
た
具
体
的
な
事
業
戦
略
お
よ
び
目
標
値

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
観
光
振
興
計
画
は
、
営
業
戦
略
室
を
中
心

に
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
、
策
定
作
業
を

進
め
て
き
た
も
の
で
す
。
観
光
振
興
と
い
う
タ
イ
ト

ル
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
と
の
連
携
、

移
住
・
定
住
へ
の
波
及
効
果
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
、
最

終
的
に
は
交
流
人
口
の
増
大
お
よ
び
定
住
人
口
の
増

大
を
も
目
指
す
も
の
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
前
提
と
し

て
、
名
寄
市
に
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
っ
と
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
い
う

思
い
の
込
め
ら
れ
た
文
章
も
随
所
に
織
り
込
み
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
形

で
施
行
前
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
」（
加
藤
市
長
）

　

同
計
画
は
「
ま
ず
は
市
民
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、

で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
」「
名
寄
市
を
営
業

し
て
い
こ
う
」
と
い
う
意
識
の
周
知
を
図
ろ
う
と
す

る
意
図
が
、
明
確
に
出
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
だ
。

観
光
振
興
を
切
り
口
に
、
名
寄
市
全
体
の
元
気
を
獲

得
す
る
た
め
の
行
政
・
市
民
・
事
業
者
の
役
割
分
担

な
ど
に
も
細
か
く
言
及
し
て
い
る
。

　

そ
の
具
体
的
な
詳
細
に
つ
い
て
は
、
取
材
時
点
で

は
同
計
画
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
・
集

計
中
で
あ
っ
た
た
め
触
れ
る
こ
と
は
避
け
た
い
が
、

市
民
お
よ
び
全
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
と
い
う
意

味
で
も
、
実
際
の
振
興
効
果
と
と
も
に
平
成
24
年
度

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
が
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
今
回
の
取
材
で
は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
名
寄
市
の
冬
季
の
自
然
現
象
と
し
て

象
徴
的
に
語
ら
れ
る
も
の
に
、
マ
イ
ナ
ス
20
度
以
下

で
な
い
と
現
れ
な
い
サ
ン
ピ
ラ
ー（
太
陽
柱
）現
象
が

あ
る
。
原
理
的
に
は
大
気
中
の
水
分
が
凍
結
し
、
細

か
な
氷
の
粒
と
な
っ
て
空
気
中
に
漂
い
、
そ
の
連
な

り
に
太
陽
光
が
反
射
し
て
光
の
塔
と
も
い
う
べ
き
輝

き
を
放
つ
現
象
だ
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
は
正

確
に
は
空
気
中
の
凍
結
し
た
氷
の
粒
が
輝
く
だ
け

で
、
こ
れ
は
比
較
的
よ
く
見
ら
れ
る
そ
う
だ
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
が
連
な
っ
て
太
陽
光
を
反
射
し
、
あ
た

か
も
光
り
輝
く
一
本
の
塔
の
よ
う
に
見
え
る
サ
ン
ピ

ラ
ー
現
象
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。

　

だ
が
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た
よ
う
な
、
名
寄

市
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
輝
き
を
持
つ
地
域
資
源

が
集
め
ら
れ
、
多
面
的
に
名
寄
市
を
発
信
す
る
た
め

の
戦
略
で
あ
る
観
光
振
興
計
画
の
施
行
に
よ
っ
て
、

互
い
に
呼
応
・
連
携
し
、
交
流
人
口
の
増
大
な
ど
に

つ
な
が
る
効
果
を
そ
れ
ぞ
れ
に
発
揮
し
始
め
る
よ
う

に
な
れ
ば
│
│
。
い
つ
か
名
寄
市
な
ら
で
は
の
大
自

然
が
生
む
サ
ン
ピ
ラ
ー
現
象
の
よ
う
に
、
光
の
連
な

り
が
太
い
一
本
の
塔
と
な
る
よ
う
な
、
大
き
な
輝
き

（
成
果
）に
結
び
付
い
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
兆
し
は
例
え
ば
、
厳
寒
の
名
寄
市
内
に
点
在

す
る
地
域
資
源
を
め
ぐ
る
前
述
の
「
白
銀
の
市
内
ツ

ア
ー
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
感
じ
ら
れ
た
。
Ｊ

Ｒ
名
寄
駅
を
挟
ん
で
、
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
方
面
と

は
逆
方
向
の
市
街
地
を
進
ん
で
い
た
と
き
、
衣
食
住

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
メ
ジ
ャ
ー
量
販
店
の
「
名
寄
店
」

が
ず
ら
り
と
並
ぶ
一
画
が
突
如
、
現
れ
た
の
だ
。

　

旭
川
市
よ
り
北
側
の
北
北
海
道
地
域
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
に
大
規
模
量
販
店
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
風
景

は
、
名
寄
市
が「
北
限
」だ
と
い
う
。

　

既
に
ご
紹
介
し
た
薬
用
植
物
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
研
究
者
の
言
葉

が
こ
こ
で
よ
み
が
え
る
。

研
究
者
は
名
寄
市
に
研
究

セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
て
い

る
意
味
に
つ
い
て
、「
交
通

の
至
便
さ
、
研
究
に
か
か

わ
る
周
辺
環
境
の
良
さ
、

適
度
な
都
市
的
集
積
お
よ
び
産
業
集
積
、
大
学
を
は

じ
め
と
し
た
教
育
機
関
の
集
積
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
側

面
か
ら
考
え
た
場
合
、
北
北
海
道
地
方
に
お
い
て
名

寄
市
は
か
な
り
理
想
的
な
位
置
付
け
が
で
き
る
」
と

語
っ
て
く
れ
た
の
だ
。

　

進
出
地
域
を
選
定
す
る
際
に
決
し
て
妥
協
を
し
な

い
こ
と
で
知
ら
れ
る
大
規
模
量
販
店
が
こ
こ
数
年
、

名
寄
市
に
急
速
に
林
立
し
た
と
い
う
事
実
が
、
そ
の

言
葉
を
別
の
角
度
か
ら
裏
付
け
て
い
る
。
交
流
人
口

の
増
大
を
目
指
す
名
寄
市
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
ま
さ

に
一
つ
の
兆
し
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

北
北
海
道
の
中
核
都
市
と
し
て
、
名
寄
市
の
各
種

の
資
質
的
な
輝
き（
光
）が
近
い
将
来
、
サ
ン
ピ
ラ
ー

現
象
の
よ
う
に
大
き
く
連
な
り
、
か
つ
花
開
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

�

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

雪像彫刻やスノーオブジェのコンテストが人気の「なよろ雪質日本一フェ
スティバル」（２月）

風連地区の夏の風物詩「風連ふるさとまつり」（８月）

名寄ブランドの食産品が勢ぞ
ろいする道の駅「もち米の里☆
なよろ」の店内（下）とオレイン
酸を豊富に含んだひまわり油

「北の耀き」
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